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鹿児島大学水産学部木造漁業練習船しろやま

しるやま建造委員会

TheWoodenFishery-training-Ship‘‘Shiroyama，’

oftheFacultyofFisheries，KagoshimaUniversity

ＴｈｅＣｏｍｍｉｔｔｅｅｏｆｔｈｅ“Shiroyama，,，
ConstructionProjectAdministration

（YoshikazuNARAsAKo）

Inthispaper，thewriterdescribesonthegeneralconstruction，equipmentsand
pel･formancesofthewoodenFisherytraining-ship‘‘Shiroyama,'，reconstmctedlmderthe
supervisionoftheCommitteeoftheConstructionProjectAdministrationattheFaculty

ofFisheries，KagoshimaUniversity，ｗｉｔｈｔｈｅｐｕｒｐｏｓｃｏｆｔａｋｉｎｇｔｈｅｐｌａｃｅｏｆｔｈｅ
‘‘Hayato-mal｡u'，，thetrainingshipfairlywornout．

はしが き

鹿児島水産専門学校以来，永いこと学生の漁業実習船として親しまれてきた隼人丸が既

に齢尽き廃船となってから鼓に丸１年，関係当局の深い御理解と，特に前学部長山本清内

氏の献身的な御努力に依って新船「しろやま」の誕生を見ることが出来，本学の教育，研

究推進面に多大の便宜が計れるようになった．本船は鹿児島大学水産学部漁業学科内実習

船建造委員会に於て，漁業科学生をして鹿児島近海に於て，アジ，サバ釣漁業，同棒受網

漁業，近海マグロ延細漁業及びイワシ流網漁業実習並びに海洋調査研究等に従事せしめる

べく計画せられ，基本設計は漁船協会15米型を基準船に選び，当方にて線図Fig.１，一般

配置図Fig.２，中央横断面図Fig.３，舵金物図Fig.４，排水量等諸曲線Fig.５を作成,経

費約485万円（船体270万円，機関215万円）で入札の結果，船体，機関別に夫為鹿児島

造船所，及び鹿児島ヤンマー株式会社に落札，次のエ程に依って竣工した．

起工３２‘９．１６，進水３２．１２．５，竣工３２．１２．２５乗員は船長以下５名の船員と指導教官

１名,学生７名計１３名を定員とし,鹿児島県鹿児島港を中心として行動する予定である．

以下本船の概要を記述する．

主要項目

さ

減速歯車附きヤンマー
ヂーゼル単動４サイクル
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１７．３３ｍ

14.90ｍ

３‘３６ｍ

１．４９ｍ

主機関の種類

定格軸』馬力数

定格回転数（毎分）

速力（試運転時最高）

(木船構造規程による）

（〃〃）

（〃〃）

魚脆容積

燃料油糟容積

清水糟容積

ＫＧ２－２６５７

18.46ｔ

６．６５ｔ

４１．０２７，３

漁船登録番号

総トン数

純トン数

上甲板下糠量
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しるやま建造委員会：鹿児島大学水産学部

木造漁業練習船しろやま

一般計画及び配置

本船は一般配置図の通り船型はサバはね釣の船型を選び，低船首楼を有する‐層甲板船

であって，鹿児島近海に於てアジ，サバ釣漁業は勿論のこと，棒受網漁業，近海マグロ延

細漁業及びイワシ流網漁業にも適するように配置し，学生の漁業実習並びに海洋調査研究

に適合するよう充分凌波性と復原性を考慮，前後のシヤーも大きくして出来る限り大なる

乾舷を‘保有するように計画した．叉大鳥航海を予想したため従来の隼人丸に比し燃料，清

水ともかなり余裕をとった．

船首より順次に船首謄庫，学生室,魚臆（６区割)，機関室,船員室並びに無線室，清水

龍（２区劃）を配置し，燃洲槽は機関室内主機関の両側に配列してある．上甲板上の甲板

室は前部より操舵室兼船長室，：機関室口，上部船員室，賄室を区割してある．構造及び設

備に就ては船舶安全法，木船構造規程，漁船特殊規程並びに漁船検査規則に適合するよう

設計した．即ち船殻を構造する用材については充分乾燥した木材を使用し，特に縦強力を

保持すべき主要材には樺材を用い横強力に対応する肋骨及び梁には特選した松材及び樺材

を使った．上記の外，外板には赤i床杉を，木甲板には桧を使用し，各材･の固着と接手の固

めには最善の努力をなした．尚最近の漁船機関のヂーゼル化の傾向に鑑み，この種小型漁

船で通常用いられる焼玉を止め，舶用中速ヂーゼルエンヂンを採用，学生教育に資するこ

とにしたが,そのため特に主機関台は樺で作り，機関台内側へ同長の山形材･を使用,敵釘.に

て肋骨と緊着，其の前後及び中間に堅材-の横木を，外側に根曲材を取付けて機関の振動に

耐える補強工事を行なった．更に外板にポテ，甲板にしっぴを使用して水密となした．操

舵方式は鎖鐸式の代りに歯ホスピンドル式とし，ブーム操作並びに揚錨用として主機駆動
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(1)アジ，サバ釣漁業設備

肉摺機（６吋）

集魚灯（100Ｗ）

スパンカーセール

(3)１奉受網漁業（未完）

棒受用ウインチ

揚網用ダビット

集魚灯

213

１基

のサイドローラーを設け，何れも軽快なる操作が出来るようにした．叉飼料用肉摺機は機

関室囲壁右舷前部に設け，中間軸とベルト掛により駆動し得るようにした．魚脆は６区劃

とし漁獲物を水氷漬出来るように完全な水密工事を施した．

漁オ労設 備

（２）近海マグロ延細漁業設備（未完）

１基ラインホーラー（泉井式中型）

16灯

２枚

（４）その他

１基ａ・魚群探知機

６筒浅海用古野式Ｓ－２０８Ｔ型

１６灯ｂ，探照灯２４Ｖ１ＫＷ

しるやま建造委員会：鹿児島大学水産学部

木造漁業練習船しろやま

基
個

１
１

主機関と補助機関

(1)主機と推進器

・主機関ヤンマ－４LD-G型減速装置附１基

気筒数×筒径(ｍ、)×行程(m、）４×140×200

定 格 軸 馬 力数６０，定格回転数（毎分）８５０

ｏ推進器３翼１体，エーロブオイル型

直径(ｍ、 ) × ピ ッ チ ( ｍ 、 ） 1040×635

ピッチ比0.611,材質マンガン青銅

(2)補機と発電機

ｏ補助機関ヤンマーILE型１基

気筒数×筒径(ｍ、)×行程(ｍ、）１×120×170

定格軸馬力数１１，定格回転数（毎分）１０００

ｃ発電機東京電機ＨＳＺＢ１台

直流３５Ｖ×86Ａ×３ＫＷ

定格回転数（毎分）1000,補機直結

(3)ポンプ

ドンキーポン プ（50ｍｍ甲板洗聯，撒水用）１基

打込ポンプ（ 1' /2 吋ピ ルヂ 排水用）１基

ウイングポンフ．（30ｍｍ重油移送用）１基

〃（〃清水〃）１基

無線装置

（２）受信機関係

Ｆ範囲1.5KC～12ＭＣ

種 別乳房パー

(1)送信機関係

出力１０Ｗ

電波型式及周波数
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2182ＫＣ2282.5ＫＣ真空管
Ａ３２５７５ＫＣ2785ＫＣ

１２ＢＡ６×３，１２ＡＵ７
１．３ＭＣ～4.5ＭＣ

１２ＢＥ６×２，１２ＡＱ５

真空管１２ＡV６

807×3,12AV6,12AＱ×３電源
１２ＡＵ７

インバーターＡ､Ｃ、200Ｖ

水晶型式及び逓倍方法 ，.Ｃ、１２Ｖ

電源

船内発電機３４Ｖ３ＫＷ

製作所明昭堂

傾斜試験成績

昭和33年１月２０日，水産学部前水深８．３０ｍの地点にて傾斜試験を行なった．其の結

果は吹の通りである．

海上試運転成績

昭和33年１月２０日，鹿児島港沖小島沖（水深35ｍ）に於いて速力試験並びに旋回力試
験を行なった．当日は晴天，風力1.9ｍ/sec､,風向ＮＥ，海上は比較的静穏であった．その
成績は次の通りである．

(1)速力試験成績

吃水僅灘
トリム（、）

排水量（ｔ）

推進器深度（、）

０．５８

１．８０

１．１９

1.22

31.44

０．８４

１/４
１/２
３/４
４/4
11/1０

535/275
674/345
772/395
850/435
878/449

但し

空荷状態｜満載出港状態｜満載帰港状態項

２
２
２
０
２
０
０
３
７
５
５
５
０
０
８
２
８
３

９
１
５
２
０
０
９
５
６
１
０
３
４
８
３
０
９
３

７
７
２
９
８
２
９
５
６
７
４
９
０
６
５
３
３
８
５

●
Ｐ
■
■
■
■
●
■
●
■
■
●
□
。
■
■
◆
●
①

０
１
１
０
２
３
０
０
０
０
０
０
０
１
０
１
０
０
０

３

１
１
６
０
９
０
６
５
０
５
５
２
０
５
２
８
４
９

２
９
５
７
４
１
０
６
９
２
２
５
１
３
３
７
９
２

８
８
３
０
３
６
９
６
６
７
４
０
０
６
６
３
２
８
４

巳
●
巳
■
■
●
９
ｂ
●
■
巳
●
●
■
●
●
●
●
●

０
１
１
１
７
３
０
０
０
０
０
１
０
１
０
１
０
０
０

３

９
７
３
８
６
０
３
６
５
０
２
０
０
０
８
２
５
２

７
２
５
４
８
９
７
３
４
０
６
２
８
３
１
６
８
３

６
６
１
９
６
９
８
５
６
７
４
９
０
６
５
３
３
８
６

●
即
■
●
●
Ｐ
ｑ
■
■
■
■
ｂ
■
■
■
Ｕ
■
。
●

０
１
１
０
８
２
０
０
０
０
０
０
０
１
０
１
０
０
０

２

ｊ
７
ｊ
７
ｊ
り
ｊ
ｊ
７
ｊ
７
７
ｊ
ｊ

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｔ
ｍ
ｔ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く

部
部
均
ム
量
積

吃＊僅
トリ

水
欝央横断面

Ｃｍ

Ｏ
Ｄ
、
↑
ｗ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

吃水1ｃｍ浮沈に要するトン数
縦の重心位霞(中央より後）
縦の浮心位置(中央より後）

Ｋ Ｍ

ＫＢ

ＫＧ

ＧＭ

ＫＧ/Ｄ
乾舷の高

５
０
５
０
０

■
●
巳
■
■

７
０
４
０
６

１
３
４
６
６

１０．

１２’

1７．

１８

１７．

５
２
５
９
０

０
２
７
２
６

６
●
■
■
●

５
６
６
７
７

5.66

7.10

8.13

8.95
9.24

S､Ｈ・Ｐ主機回転数 失脚率
（％）

推進器
速力(kt）

V/'／1ｺ速力(kt）荷重

８
４
０
５
７

■
●
凸
◆
●

０
２
７
８
７

推進器回転数

1.31

1.61

1.75

1.89

1.97
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頭 舷

(2)旋回力試験成績（定格出力全力時に行なった）

しるやま建造委員会ｇ鹿児島大学水産学部

木造漁業練習船しろやま

実際舵角
転舵所要時問
最大縦距（ＤＡ）

〃横距（ＤＴ）
ＤＡ/Lpp
DT/Lpp

船体最大傾斜角
180.回頭所要時間
360。〃

旗回前の速力
旋回中の速力

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

度
秒
、
ｍ

く
く
く
く

左右

（度）
(分秒）
(分秒）
（節）
（節）

３５

１２．９(8回i伝）
５１

47

3.42

3.15

5.5(p）
32.1

62.3

7.29

5.40

追記

予算の関係で漁携設備の中，(2)，（3）は第二次エ事で完成することとなった．

（文責奈良迫嘉一）

(3)後進発停試験成績

全力前進中，後進発令にて船体停止迄20秒．

35

12.8（8回転）
４７

38

3.15

2.55

13.5(s）
29.2

54.3

7.29
5.33


